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３月3日（木）兵庫県内の若手酪農家と意見交換を
実施しました。

冒頭、近畿農政局生産部畜産課長より「畜産をめぐ
る情勢」についての情報提供を行った後「小規模酪
農の畜産振興上の課題と改善点について」をテーマ
に意見交換を行いました。

飼料代の高騰により経費がかかることや、コロナ禍
での加工販売の難しさなど、お互いの現況等を情報
交換し、課題解決にむけて話し合いました。

啓発用ポスター

令和3年度兵庫の農業を元気にする懇談会

農林水産省では、「NEW(乳)プラスワンプロジェクト」
を実施中です。「いつもの一杯」を「もっと食生活に」
取り入れていただくことが、牛乳・乳製品の消費拡大
につながります。酪農家を応援するため、ぜひご協力
をよろしくお願いいたします。

出席者の皆様

若手酪農家と今後の酪農経営について意見を交わしました

3月14日（月)「兵庫の農業を元気にする
懇談会」(事務局:近畿農政局兵庫県拠点）
をオンラインにて開催しました。

今回はテーマを「スマート農業」とし、
近畿総合通信局と近畿農政局による話題
提供、続いて会員の皆様からの情報提供
の後、意見交換を実施しました。

春の牛乳消費拡大に向けて

意見交換では「スマート農業技術は、中山間地域で使える技術や実証がまだまだ少ないと感じる。」
「スマート農業は最終的な収支が合うのかが課題。収支が見えれば一歩踏み出せる。」といった意見
や「農業インフラの整備が進んでいない中山間地域や、少量多品種を栽培している場合の事例や情報
が欲しい。」「露地野菜のトンネルの開閉判断を見える化するAI技術が欲しい。」といった要望があり
ました。

スマート農業導入に向けた課題について意見を交わしました

当拠点からは「作物や地域（地形）などにより状況が異なるため、具体的な
課題は様々である。まず課題の掘り起こしを行い、関係機関との連携を深め
良い事例や情報等があれば共有していきたい。」と回答しました。

今後も国からの情報をわかりやすく現場に伝えていきます。



大阪で会社勤めをしていましたが、父の病気を機に実家に戻り
農業を手伝うことになりました。

2011年に興味と好奇心から、いちじく栽培の現地見学に参加し
た際、専門員の方に栽培を強く薦められました。無料配布され
た穂木を植えてみたところ、順調に成長したことで引き返せな
くなり、いちじく部会や研修会にも参加。先輩方の園地を訪問
しご指導を頂く中で、栽培の奥深さや手を掛け無事に育ってい
く “いちじく” に愛情が湧いてくるようになりました。（子育
てと同じ！）

〈澤内ファーム・井上佐苗さん〉

－就農したきっかけは－

南あわじ市で、認定新規就農者として「いちじく」と「ぶどう」を栽培している、澤内ファームの
井上 佐苗（旧姓 澤内）さんにお話しを伺いました。

～フルーツで南あわじ市を元気に！～

－どのような農業をされていますか？－

試験栽培中の ”澤内さんちのぶどう”

－今後の夢や目標は？－

いちじくを７ａ、ぶどうは18ａでシャインマスカットやピオーネなど
５品種を栽培しています。いちじくの収穫は必ず完熟で行い、お客様
に一番美味しい状態で提供することを心掛けています。地元の直売所
などで “澤内さんちのいちじく”  として販売し「美味しい！」との声を
いただくなどリピーターも増えてやりがいを感じています。

地元では”フルーツ女子会”を作り、知識や経験を活かしてアドバイス
を行うなど、農作業は「大変」ではなく「楽しい！」ということを伝え
合い、今後も果樹栽培を盛り上げていきたいです。

直売所や観光農園をしてみたいですし、南あわじ市のフルーツ
の魅力を多くの方に知っていただきたいです。また、フルーツ
離れが深刻な子供達にフルーツの魅力、美味しさを伝えるため、
果樹園への招待や学校・保育所などへの食育活動も計画してい
ます。

南あわじ市には果樹を栽培している方、特に若い方が少なく、
その育成を行うことで過疎化が進む地域の活性化、活気あふれ
る地域となるよう努めていきたいです。

いちじく栽培を教えてくださった皆さん、支えてくれる主人、
多くの関係者の方々に助けていただき今日があることに、感謝
しています。 マルシェでも大人気の “澤内さんちのいちじく”

いちじくのほ場前でご主人と

定植から５年、収穫量が増えたことを機に本格的に両親の農業を手伝うことに。2019年にはぶどうの
苗木を試験的に定植し、この栽培が順調に進んだことで、本年１月、両親から農業を継承し就農しま
した。

農林水産省は、農業農村整備において近年新規
拡充された施策を農家の皆さまにわかりやすく
紹介し、農業を続ける上での課題解決の一助と
して活用してもらえるよう、イラストを交えた
冊子とし、その詳細解説を作成し公開しました。

詳しくは
https://www.maff.go.jp/j/nousin/sekkei/
nn/shoukai/index.html

農業農村整備における

主要な施策充実リスト
が公開されました。

冊子版



地域の農業を見て・知って・活かすDB
～農林業センサスを中心とした総合データベース～

使ってみませんか

2020年農林業センサスデータを

新規追加

活かすDBとは

農林業センサス 2005年以降の調査結果

他府省の統計調査 国勢調査、経済センサス等

行政情報データ
多面的機能支払、中山間地域
等直接支払、農業基盤情報等

最新の農業集落コードに紐付けして地域に関する

様々なデータを整備

※ 独自の調査結果や行政情報を追加編集できます。

活かすＤＢは、地域農業施策の企画や推進を後押しすることを

目的として整備した農業集落データベースで、農林業センサス調

査結果、他府省統計調査結果(国勢調査等)、行政情報(農

業基盤情報、多面的機能支払等)などの各種データを全国約

15万の農業集落単位に組み替えて編成したデータベースです。

活かすDBでできること
65歳以上の基幹的農業従事者数割合（令和２年） 基幹的農業従事者数の推移

※ 地図ソフトを利用して農業集落別の色分け地図を作成 ※ グラフソフトを利用して各種分析グラフを作成
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活かすＤＢの利用方法
農林水産省Webサイト 活かすDB専用ページ【統計情報＞地域の農業を見て・知って・

活かすDB ～農林業センサスを中心とした総合データベース～】からご利用いただけます。
▶https://www.maff.go.jp/j/tokei/census/shuraku_data/index.html

ダウンロードするためのデータ(統計データ、行政情報データ、農業集落境界データ)のほか､

分析事例や利用マニュアルなど活かすDBの利用に関する情報を詳しく掲載しています。

お問い合わせ先

近畿農政局では、「活かすＤＢ」の利用に

関する相談・技術的指導を受け付けてい

ます。お気軽にご相談ください。

電話：075-414-9620

as

農業遺産・かんがい施設遺産を旅しよう

詳しくは：https://www.maff.go.jp/j/nousin/kantai/giahs_7/index.html

『農業遺産・かんがい施設遺産を旅しよう
（ヘリテージツーリズム）』 を紹介する
ウェブページとリーフレットが作成されました。

是非一度ご覧ください。

農林水産省 ヘリテージツーリズム

－ ヘリテージツーリズムの紹介 －

【日本農業遺産】
・兵庫美方地域「兵庫美方地域の但馬牛システム」（平成30年認定）
・丹波篠山地域「丹波篠山の黒大豆栽培～ムラが支える優良種子と家族農業～」（令和2年認定）
・南あわじ地域「南あわじにおける水稲・たまねぎ・畜産の生産循環システム」（令和2年認定）

【世界かんがい施設遺産】
・淡山疏水 兵庫県神戸市他 （平成26年登録）

をクリックすると認定・登録地域ごとの情報が表示されます

兵庫県内の農業遺産・かんがい施設遺産

で検索

リーフレットも
ダウンロードできます

統計企画課
近畿農政局統計部

https://www.maff.go.jp/j/tokei/census/shuraku_data/index.html


農政に関するご相談､事業や制度へのご意見･ご質問などがございましたら､お気軽に地方参事官
ホットラインまでお問い合わせ下さい｡また、広報誌に対するご意見等もお待ちしています。

TEL：078-331-5924 FAX：078-331-51772022.3

地 方 参 事 官 ホ ッ ト ラ イ ン

編集後記

『経営所得安定対策等の概要』の令和4年度版が完成しました。

https://www.maff.go.jp/j/seisaku_tokatu/antei/attach/pdf/keiei_antei-38.pdf

経営所得安定対策等の概要をまとめた
「パンフレット」が公表されました

諸外国との生産条件の格差から生じる不利を補正する
交付金（ゲタ対策）や、農業者の拠出を前提とした、
農業経営のセーフティネット対策（ナラシ対策）のほ
か、水田のフル活用を図る水田活用の直接支払交付金
や収入保険制度等、米・麦・大豆等を生産する担い手
農業者の皆様にご活用いただいている『各種支援策の
概要』を掲載しています。

詳しくは

兵庫の の風景

ぜひ、皆様の農業経営の安定にお役立てください。

as

第９回丹波農業グランプリが開催されました

テーマ：人と未来を繋げる農業の売り方

３月4日（金）兵庫県立氷上高校において、丹波市内で特色あ
る農業に取り組む個人や団体を表彰する “丹波農業グランプリ” 
が、就業講座と併せて開催されました。

「人と未来を繋げる農業の売り方」をテーマに、当日は市内の
農業者、氷上高校の教職員・生徒、行政機関等、Web参加者と
併せて約300名の出席がありました。

第9回 丹波農業グランプリ –発表者－

☆グランプリ ・橋本 慎司 （橋本有機農園）
☆準グランプリ ・村上 奈津希（丹波いちじまファーム）
☆特別賞 ・岩本 望 （岩本園芸）

☆夢の農業賞（氷上高校生が選考）

・婦木 陽介 （丹波婦木農場）

☆新人賞（45歳未満ないし、就農後10年以内の農業者）

・横山 湧亮（ふえのみち農園）

発表者の皆様

主催者挨拶の後、農事組合法人アイガモの谷口 代表理事の谷口 正友氏から「自然循環農法で社会貢献
と持続可能な発展へ」について記念講演が行われました。続いてノミネートされた農業者と新人賞の方
から活動報告や農業成果についてのプレゼンテーション、そしてグランプリの発表が行われ、最優秀の
グランプリには、有機農法の野菜を作られ阪神地区に連携出荷されている、丹波市 市島町の橋本 慎司
さんが受賞されました。

夙川河川敷緑地の桜（西宮市）

川の両岸南北2.8kmの桜並木に、ソメイヨシノ
を中心とした約1660本の桜があり、『さくら名所
100選』にも選ばれています。

農業従事者の高齢化や農村人口の減少が続いていますが、農業に熱意を持つ若い人たち
も増えてきています。
今回は、若手酪農家や新規女性就農者の方々を掲載しました。
次代を担う若手農業者は、目標をしっかりと持っておられますので、夢と希望を叶える
ため、私たちは共に寄り添い支援を続けていきたいです。（T・M）


